
コーナー 子どもが経験すること 5領域保育者の配慮 １０の姿

●組み合わせたり工夫を加え
たりすることで食材が変化
するおもしろさを感じる。

●お菓子作りをする。

●自分が作りたいチョコビス
ケットの絵を描く。

●実際に作ることで組み合わせを考える楽しさや、
変化するおもしろさを感じられるようにする。

●栄養士と連携し、調理保育を進める。

●色鉛筆を用意し、チョコビスケットの設計図を描
けるようにする。また、なかなか描きだせない子
どもにはそばにつき、声をかけながら援助する。

●クイズを解くことを楽しむ。

●みかんの皮のようすをオノ
マトペで表現してみる。

●写真を見て思ったことを伝
える。

●健康な心と体
●自立心
●思考力の芽生
え

●豊かな感性と
表現

●思考力の芽生
え

●自然との関わ
り・生命尊重

●言葉による伝
え合い

●豊かな感性と
表現

●クイズの答えを考えられるよう、写真をよく観
察するよう促す。

●実際に触りながらことばの表現を考えられるよ
う、みかんの実物を用意する。

●どんな意見でも自分のことばで話をしたことを
認めて、自信につなげていく。

絵本をつかった

「これ
なーんだ？」

「キンダーブック3」を
保育にご活用ください！

指導計画の文例

「おかし
パーティへ
ようこそ！」

行事コーナーの
季節の紙芝居が
ダウンロードできます！

環境
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行事コーナーの
季節の紙芝居が
ダウンロードできます！

https://kinderbook.
froebel-kan.co.jp/DL/kb3/2024
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これ　なーんだ？

なくしちゃった…

ビスケットに工夫をすることで、さまざまなお菓子に変化するおもしろさを伝えます。

おかしパーティへ　ようこそ！

今月は柚子のお風呂屋さんです。毎年12月21日ごろに一年のなかで一番
昼が短く、一番夜が長い冬至という日がありますね。昼が短いということは
温かい太陽が出ている時間が短く、寒いということ。寒さに負けず元気に過
ごすために、柚子湯に入ったりかぼちゃを食べたりする、昔ながらの風習を
たいせつにしていきたいですね。

身近な物を観察するときに、拡大したり見る角度
を変えたりすることで新たな発見につなげます。

写真を見ながらクイズに挑戦します。まずはヒン
トを読む前にどんな特徴があるかをみんなで話し
合ってみましょう。答えのみかんにたどり着いたら、
同じ柑橘類である柚子にもふれ、冬至や表紙の話
につなげてみてもよいですね。

物をなくしたとき、道がわからないときに
どうするか、いろいろな方法を考えます。

物をなくしたらどうするか話し合ってみ
ましょう。また、誌面から発展させて宝探
しゲームをやってみてもよいですね。その
際には地図あり、地図なしの２パターンで
行うと、地図への関心も高まるでしょう。

ビスケットをつかったお菓子作りを紹介し
ます。ビスケット、チョコレート、マシュマ
ロは、そのまま食べてもおいしいですが、手
を加えて組み合わせるとふだんと異なる味
や発見があります。料理のおもしろさを伝え
ていけるとよいですね。

お菓子の作り方を紹介します。栄養士と連
携し、本誌を参考に調理保育を実施できる
と食育にもつなげていけますね。チョコビ
スケットはどんな飾りつけをしたいか、絵
を描いてみても楽しいでしょう。

完成したお菓子が並んでいます。どれが食べた
いか、どれを作ってみたいかを問いかけてみま
しょう。また、8 ページのチョコレートをこ
すって甘いにおいを嗅いで、嗅覚でもお菓子作
りを楽しめるとより興味を引き出せそうです。


